
さやまの歴史 

 
入
間
川
地
区
は
、
母
な
る
入
間
川
の
右
岸
段
丘
上
に
発
達
し
た
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
河
岸
段
丘
ゆ
え
に
多
く

の
「
道
と
坂
」
が
出
来
た
。
現
在
の
写
真
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
百
三
十
年
以
上
前
の
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
迅
速

地
図
と
平
成
の
地
図
を
見
比
べ
、
そ
の
今
昔
を
見
て
い
こ
う
。 

 最大の変化は、田畑や山林・荒地だった場所が開発され、大小の道路が出来たことである。 

 一方、現「たなばた通り」周辺地域の道筋は、既に宿駅としての町が形成されており、大きな変

化が少ない。 江戸時代後期の優れた地誌である「新編武蔵風土記稿」の記述を交え話を進めたい。 

①：宿駅の中心にあった辻「江戸より秩父郡及び西上州

への往還と多摩郡八王子邊から川越城下への往来が村内

にて交差し辻をなす所に宿駅あり」 

②：高札場「宿の中程にあり」①の場所に有った。 

 現在もほぼ同じ場所に交差点がある。 

← イオン方向を見る。直交する道は、たなばた通り。 

③〜③：江戸道「秩父より江戸への往来は高麗郡高萩村

より人馬をつぎ當宿よりして所澤の宿へ送る」 柏原街

道ともいう。柏原の水神碑辺りから入間川を渡った。イ

オン駐車場東脇を通り、中央図書館・狭山市駅へ上がる

道路である。入間川岸から 16 号迄の道は役割を終えた。 

     イオン駐車場東脇から 16 号方面を望む → 

④〜④：川越道「八王子より川越への道は扇町屋より當宿へつぎこれより大袋新田へ達す」 

 たなばた通りであるが、石無坂から入間川の宿駅に入る。八王子道とも言った。 

⑤〜⑤：秩父往還「上州及び當國秩父郡への往還は南の方北入曽村より入て宿の中程を横切り乾

の方入間川を越て高麗郡廣瀬村に達す」 鎌倉街道上道の一つである。 

⑥〜⑥：鎌倉街道「古の鎌倉街道の跡は小名中宿と云所の裏に當り

て子の神と云所ありここより入間川を渡りて高麗郡廣瀬柏原の間に

通じて女影村に続けり」 北入曽から宿駅までは⑤と同じ道筋。 

← 子の神を通り、16 号アルペン右脇を進み入間川を渡る。 
子の神のクランクから 

明治以前の流路 大正以後の流路 

 

アルペン右脇を進み  

⑦：石無坂「村の坤の方にあり八王子道の内なりここよ

り一町ほど行ば扇町屋の宿に至る」 ④の川越道（八王

子道）にある。石心会病院方面から石無坂下で合流する

道 A が無いことが判る。 石無坂は「石の坂」が変化し

たもの。       B は鵜木からの旧道。↓ 

 

⑧：祇園坂「秩父道にあり當

宿より上新田へ上る所なり此

邊に牛頭天王の社あるゆへに

この名あり」 ⑤の秩父往還

上に有り、今の中央図書館西

側の坂。 この辺りから右上

の旧成円寺にあった牛頭天王

（祇園）を望めたことが坂名

の興り。      → 

上新田は現在の祇園・富士見。 石無坂下にある下諏訪の交差点 

※
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
の 

 
 

記
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文
の
ま
ま 

 
 

本富士見橋より下流を望む 
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高札場があった中心の辻 

江戸道（旧柏原街道） 

{ { 

B ⑦ A 

旧祇園坂 

狭
山
市
駅
へ 

入間川の流れ

を渡る → 

←C〜E：中の坂と藤沢道 八幡様から区役所方向へ上が

る幹線「中の坂 C」は幅１ｍに満たない踏跡 D であった。 

D と分岐し慈眼寺墓地内を通る狭い道が今でもある。当時

の幹線で藤沢道 E と言った。後に、行く手を遮って豊岡陸

軍飛行場（現入間基地）が完成（1940）し、街道の機能を

失った。 

C D 
E 

中の坂 
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平成の地図（入間川地区） 

フランス式彩色迅速測図（入間川地区） 

コラム 

フランス式彩色迅速測図 

 

作者：陸軍参謀本部 

成立：明治十四年(1881)  

 このフランス式の彩色迅

速測図は水彩絵の具により、

明治前期関東地方の市街地

状況や田畑を精細かつ巧み

に彩色してあり、見た目にも

美しく、我が国近代地図作成

史上の最高傑作といっても

良い。 

 その完成直後に、軍制全般

がドイツ式に移行し、この

「迅速測図原図」は日の目を

見ることなく、平成に入って

発見されるまで倉庫で百年

以上の長い眠りについてい

た。 

新編武蔵風土記稿 

 

作者：昌平坂学問所地誌調所 

成立：文政十三年(1830)  

 江戸幕府の昌平坂学問所

地誌調所が編纂した官撰地

誌で、近世後期の武蔵国につ

いての最も基本的な史料で

ある。編纂は長期にわたり、

文政十一年(1828)に原稿が

完成、これに補訂を加えて同

十三年、着手から二十年を経

て浄書本を将軍に献上した。 

 各郡については、最初に絵

図を置き、郡の地勢・沿革・

地域名(郷・庄・領等)・村数・

山川・産物等を解説し、次に

村毎に位置・戸数・領主・山

川・社寺・旧跡・人物等を詳

述する。 
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